
長　 門　 市　 広　 報 昭和38 年２月５日( 火曜日)

１７２ 号
発行所　長門市役所
編集人　中村　寿男

市
会
議
員
3
0名
誕
生

投
票
率
9
2パ
ー
セ
ン
ト

や
や
前
回
よ
り
下
廻
る

任
期
満
了
の
た
め
、
さ

る
１
月
2
7日
行
な
わ
れ
た

長
門
市
議
会
議
員
選
挙
は

即
日
開
票
の
結
果
、
次
の

3
0名
の
方
が
新
ら
し
い
市

議
会
議
員
と
決
定
し
ま
し

た
。

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

油
谷
兆
一
　
（
4
6歳
）

洗
濯
業
　
現

安
部
　
博
　
（
5
3
歳
）

農
業
　
　
現

岩
本
一
郎
　
（
6
1歳
）

漁
協
長
　
現

上
田
　
茂
　
（
5
5歳
）

商
業
　
　
現

大
津
助
一
　
（
5
5歳
）

農
業
　
　
現

岡
村
権
一
（
5
4
歳
）

鮮
魚
商
　
現

小
林
久
熊（
6
3歳
）
　
農
業
　
　
新

佐
藤
静
雄（
6
1歳
）
　会
社
役
員
現

末
永
新
一（
6
4歳
）
　
無
職
　
　
前

鈴
木
三
郎（
5
3歳
）
　
印
刷
業
　
前

高
木
政
男（
5
5歳
）
　
商
業
　
　
現

高
橋
敏
助（
6
8歳
）
　
薪
炭
商
　
現

田
中
義
治（
4
6歳
）
　
水
産
業
　
現

徳
山
　
勤（
5
2歳
）
　
農
業
　
　
現

中
村
　
譲（
6
1歳
）
　
水
産
加
工
新

中
本
小
三
郎
（
5
2
才
）
農
業
　
　
新

原
田
　
泰
（
5
0
才
）
　
国
鉄
職
員
新

福
田
正
則（
3
7歳
）
　
水
産
業
　
新

藤
井
忠
夫（
6
1歳
）
　
農
業
　
　
現

藤
田
滝
夫
（
4
5
歳
）
　
農
業
　
　
新

又
野
半
四
郎
（
5
2
歳
）
商
業
　
　
現

松
田
敏
一
（
5
6
歳
）
　
農
業
　
　
新

宮
野
　
薫
（
4
8
歳
）
　
旅
館
業
　
現

山
下
義
雄（
5
5歳
）
　
農
業
　
　
現

山
田
新
平
（
6
2
歳
）
　
水
産
加
工
現

山
田
光
雄
（
4
5
歳
）
　
漁
協
長
　
新

山
村
　
匡
（
5
4
歳
）
　
旅
館
業
　
新

吉
岡
惣
一
（
5
0
歳
）
　
農
業
　
新

吉
津
友
治
（
5
1
歳
）
　
水
産
業
　
現

吉
富
男
雄（
6
5歳
）
　
仲
買
商
　
現

（
注
）
現
は
現
議
員
、
前
は
前

回
議
員
、
新
は
新
議
員

（
写
真
は
開
票
風
景
）

市立養老院の
名前をつけて下さい

今
年
の
３

月
末
ま
で
に

完
成
す
る
市

営
養
老
院
の

名
前
を
次
の

要
領
で
募
集

し
ま
す
。

応
募
方
法

市
内
在
住

者
で
養
老

院
の
名
前

を
官
製
ハ

ガ
キ
ー枚

に
つ
き
名
前
一
つ
書
い
て
下
ざ

い
。
応
募
枚
数
に
は
制
限
あ
勺

ま
せ
ん
。

募
集
メ
切
り

3
8
年
２
月
2
8
日
（
当
日
消
印
有

効
）

応
募
先
　
長
門
市
福
祉
事
務
所
宛

賞
品
　
当
選
者
一
名
に
粗
品
を
差

し
あ
げ
ま
す
。

今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
二
月
分

い
ず
れ
も
二
月
二
十
八
日
ま
で

公
明
選
挙
ク

イ
ズ
当
者
選

前
号
（
１
月
1
2日
付
）
広
報
で

募
集
し
ま
し
た
、
公
明
選
挙
ク
イ

ズ
は
応
募
総
数
一
七
一
通
（
正
解

一
三
四
通
）
の
多
き
に
達
し
、
正

解
者
の
う
ち
か
ら
次
の
十
名
の
方

に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
仙
崎
祇
園
町
）
　
坂
本
幸
恵

（
俵
山
木
津
）
　
　
平
岡
適
三

（
俵
山
湯
町
）
　
　
吉
田
牧
子

（
仙
崎
大
日
比
）
　
稗
田
八
蔵

（
深
川
殿
台
）
　
　
本
田
恭
博

（
渋
木
）
　
　
　
　

植
木
三
男

（
俵
山
湯
町
）
　
　
福
田
吾
吾
一

（
仙
崎
今
浦
町
）
　

竹
内
満
雄

（
俵
山
）
　
　
　
　
宮
本
　
徹

（
俵
山
湯
町
）
　
　
桐
木
弘
子

な
お
、
こ
の
ほ
か
応
募
者
全
員

（
但
し
、
１
月
2
6
日
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
）
に
粗
品
を
お
送
り

し
ま
す
。

・
香
典
返
し
・

（
渋
木
山
小
根
）
　
奥
川
　
稔

（
渋
木
二
区
）
　
　
有
田
政
尚

（
俵
山
上
政
）
　
　
右
田
富
治

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会
に

市
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

申
告
期
限
は
３
月
2
0日
ま
で

3
8
年
度
の
個
人
市
民
税
（
県
民

税
を
含
む
）
申
告
書
の
提
出
時
期

が
近
づ
き
ま
し
だ
。
。

今
年
度
は
申
告
書
の
様
式
が
昨

年
度
の
様
式
と
少
し
改
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
大
部
分
は
か
わ
つ
て

い
ま
せ
ん
の
で
よ
く
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
別
表
の
日
程

で
職
員
を
み
な
さ
ん
の
部
落
に
出

向
か
せ
て
申
告
に
対
す
る
相
談
や

申
告
書
の
受
付
け
を
い
た
し
ま
す

か
ら
、
市
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
方
は
、
指
定
さ
れ

た
会
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

万
一
、
指
定
さ
れ
た
会
場
に
行

け
な
い
方
は
３
月
1
6
日
か
ら
2
0
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
（
新
庁
舎

一
階
南
側
）
に
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
申
告
書
を
期
限
内

に
提
出
し
な
い
と
市
民
税
や
県
民

税
の
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い

ば
か
り
か
、
納
税
義
務
者
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
は
、
は
な
は
だ
不

利
と
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
期
限
既

に
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
よ
い

人
は
次
の
方
で
す
。

①
3
7年
中
の
所
得
が
五
万
円
以
下

の
人

②
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
、
市
県

民
税
を
毎
月
の
給
料
か
ら
差
引

か
れ
る
事
業
所
に
勤
め
て
い
る

人
、
た
だ
し
、
給
料
以
外
の
所

得
が
あ
る
人
や
医
療
費
控
除
、

雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〔
申
告
書
記
人
上
、仰
に
怠
一

扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
、

障
害
者
、
老
年
者
、
か
婦
、
勤

労
学
生
、
雑
損
、
医
療
費
、
生

命
保
険
、
社
会
保
険
料
各
控
除

に
該
当
が
あ
れ
ば
申
告
書
に
記

入
し
て
お
か
な
い
と
控
除
が
受

け
ち
れ
ま
せ
ん
。

雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
ど
す

る
人
は
そ
の
証
明
書
が
必
要
で

す
。

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
支
払
っ
た
領
収
書
を
添
付

す
る
こ
と
。

生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る

人
で
、
昨
年
中
に
支
払
っ
た
保

険
料
が
一
契
約
に
つ
い
て
九
千

円
以
上
の`
人
は
支
払
っ
た
こ
と

を
証
す
る
書
類
（
領
収
書
）
が
必

要
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら

れ
る
人
で
国
民
年
金
な
ど
を
納

め
て
い
る
方
は
年
金
手
帳
な
ど

の
納
付
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
が
必
要
で
す

（
そ
の
他
の
注
意
事
項
）

申
告
書
は
近
日
中
に
区
長
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

申
告
書
が
不
足
し
た
り
紛
失

し
た
場
合
は
、
税
務
課
か
区
長

宅
に
あ
り
ま
す

申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
際
に

は
印
鑑
と
給
与
所
得
者
で
申
告

書
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
源
泉
徴
収
票
、
賃
よ
支

払
証
明
書
な
ど
、
ま
た
事
実
所

得
者（
営
業
、
そ
の
他
事
業
）
は

収
支
計
算
書
な
ど
を
ご
持
参
下

さ
い
。

あ
た
ら
し
い
庁
舎
で

仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た

昨
年
２
月
は
じ
め

か
ら
新
築
工
事
を
行

っ
て
い
ま
し
た
市
役

所
庁
舎
が
、
さ
る
１

月
1
6日
完
成
し
、
検

収
を
お
わ
り
ま
し
た

の
で
、
2
9日
に
引
越

し
を
行
な
い
、
１
月

3
0日
か
ら
新
庁
舎
で

仕
事
を
は
じ
め
ま
し

た
。新

庁
舎
内
各
課
の

配
置
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
階

市
民
課
（
転
出
入
、
出
生
、
死
亡

婚
姻
、
離
婚
、
印
鑑
証
明
、
戸

籍
、
住
民
登
録
．
衛
生
、
国
保

、
年
金
な
ど
一
番
み
な
さ
ん
に

関
係
の
深
い
課
）

税
務
課
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
市
税
の
徴
収
賦
課
）

福
祉
事
務
所
（
軍
人
恩
給
、
老
人

福
祉
、
生
活
保
護
、
社
会
保
険

保
育
園
）

収
人
役
室
（
金
銭
の
支
出
と
収
入

）市
民
ホ
ー
ル
、
職
員
宿
直
室

二
階

教
育
委
員
会
（
学
校
、
社
会
教
育

社
会
体
育
）

国
体
事
務
局
（
今
年
開
催
の
山
口

国
体
関
係
の
事
務
）

建
設
課
（
道
路
、
河
川
土
木
（
下

水
道
）
失
業
対
策
、
建
築
、
都

市
計
画
）

経
済
課
（
農
林
水
産
業
、
商
工
観

光
関
係
）

企
業
課
（
温
泉
、
水
道
、
渡
船
、

公
益
質
屋
関
係
）

農
業
委
員
会
事
務
局
、
監
査
事
務

局

三
階

財
政
課
（
市
営
住
宅
、
市
有
物
件

、
財
務
関
係
）

総
務
課
（
選
管
、
消
防
、
職
員
給

与
、
広
報
、
統
計
そ
の
他
）

市
長
室
、
助
役
室
、
大
会
議
室

四
階

議
会
事
務
局
、
議
事
堂
、
議
員
控

室
、
委
員
会
室
、
正
副
議
長
室

市
役
所
に
心
話
さ
れ
る

と
き
は
必
ず
係
の
名
ま
で

ハ
ツ
キ
リ
伝
え
て
下
さ
い

（
写
真
は
新
庁
舎
の
人
気
者
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
集
る
人
々
）

市
民
税
申
告
受
付
日
程
表

月
日
時
間

二
月
2
0日

2
1日

2
2日
．

2
3
日

2
4
日
2
5日

2
6日

2
7
日

2
8
日

三
月
１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

1
0日

1
1日

1
2日

1
3日

1
4
日

1
5

日

一
气

回

‐

上

六

、
呂

数

、〔
〕
―

一
五

、
呂

九

ら

（
）
ｉ

一

六
、
呂

九

、
言

月

一

六

、
呂

九
、
一
Ｓ

ｌ

一

六
、
呂

九
、
一
８

－

一
六

、（
）（
）

气

言

－

一
六
Ｊ

（
）

九
Ｊ

一
Ｄ
ｌ

一

六
Ｊ

（
）

九
、
呂

－

一
六

、
呂

九

、
呂

ｌ

一
六
、
呂

九

、
呂

ｌ

一
六

、
呂

九
、
苫

－

一
三

昌

九
、
呂

―

一
六

、
呂

九
、
〔
〕〔
〕
―

こ
（

Ｊ

Ｄ

九
、
呂

ｌ

一
六

、
呂

九
、
呂

Ｉ

一

六
、
呂

九
、
呂

ｌ

一

六
、
呂

九
卜

呂

－

一
六

、
呂

九
、
呂

－

一
六

、
呂

九
、
呂

―

一
六

、
呂

九
、
呂

―

一

六
、
呂

九
、
呂

―

一

六
、
呂

九
、
呂

―

一
六
、
呂

九

、
呂

１

一
六

、
呂

場
　
　
所
　
　
対
衆
部
落

大
峠
区
長
宅
　
大
峠

真
木
公
会
堂
　
真
本

大
畑
小
学
校
　
渋
木
全
区
、山
小
松
、
坂
水

俵
山
川
の
湯
階
上
陽
町
、
上
政
、
上
下
安

田
、
七
重

俵
山
支
所
　
　
大
羽
中
、
郷
、
黒
川

木
津
集
会
所
　
小
原
、
木
津

通
支
所
　
　
　
通
一
区
ー
六
区

通
支
所
　
　
　
通
七
区
ー
十
一
区

通
支
所
　
　
　

通
十
二
区
―
十
六
区

向
陽
小
学
校
　
河
原
殿
台
小
河
内
大
河
内

上
ノ
原
公
会
堂
　
上
ノ
原
、
後
ヶ
迫
、

開
作
、
境
川

仙
崎
支
所
　
　
　
祗
圉
町

市
役
所
会
議
室
　
湊
一
区

大
日
比
区
長
宅
　
大
日
比

清
福
寺
　
　
　
　
青
　
海

青
海
島
小
学
校
　
人
　
韵

上
川
西
公
会
堂
　
上
川
西
、
下
川
西

白
方
作
業
場
　
　

白
方
全
区

仙
崎
支
所
　
　
　
新
町
、
中
新
町

市
役
所
会
議
室
　
田
　
屋

仙
崎
支
所
　
　
　
新
屋
敷

市
役
所
会
議
室
　
正
明
市
一
区
、
二
区

仙
崎
支
所
　
　
　
錦
町
、
幸
町

市
役
所
会
議
室
　
正
明
市
三
区
、
四
区

仙
崎
支
所
　
　
　

旭
　

町

市
役
所
会
議
室
　
湊
中
央
区

湯
本
温
泉
事
務
所
門
前
、
湯
本
、
三
ノ
瀬

板
持
公
会
堂
　
　

板
持
全
区

仙
掎
支
所
　
　
　
　
鳥
越
町
、
新
開
町

市
役
所
会
議
室
　
江
良
、
藤
中
、
中
山
、

緑
ヶ
丘

仙
崎
支
所
　
　
　
栄
町
、
南
町
、
鍛
冶
屋
町

市
役
所
会
議
室
　
下
郷
、
上
郷

仙
崎
支
所
　
　
　
今
浦
町
、
洲
崎
町

市
役
所
会
議
室
　
湊
二
区
、
三
区

仙
崎
支
所
　
　
　
北
本
町
、
本
町

市
役
所
会
議
室
　
正
明
市
五
、
湊
東
区

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
よ
う
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市議会だより

一
月
臨
時
市
議
会

甫
税
減
税
な
ど
1
4
議
案
可
決

任
期
最
後
の
議
会
お
わ
る

今
年
２
月
４
日
で

任
期
満
了
に
な
り
ま

す
市
議
会
議
員
最
後

の
議
会
が
、
さ
る
１

月
1
2日
午
前
９
時
か

ら
（
会
期
三
日
間
）

新
議
事
堂
で
ひ
ら
か
れ
、
全
議
案

（
1
4件
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
　
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
説
明
）

こ
れ
は
3
8年
度
の
個
人
市
民

税
を
減
税
（
減
税
額
三
四
五
万

円
、
率
七
、
五
％
）
と
青
色
事

業
専
従
者
控
除
を
一
六
〇
〇
円

（
旧
一
〇
〇
〇
円
）
に
、
白
色

事
業
専
従
者
控
除
を
１
０
０
０

円
（
旧
七
〇
〇
円
）
に
そ
れ
ぞ

れ
改
め
る
も
の
で
、
改
正
に
よ

る
税
額
比
較
は
表
の
と
お
り
で

す
。

雪
に
よ
る

家
の
っ
ぶ
れ
に

こ
ん
な
予
防
を

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
全
国
各

地
で
大
雪
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
こ
の
雪
は
続

く
も
○
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
被
害
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め

に
つ
ぎ
の
こ
と
に
充
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

①
　
雪
が
一
メ
ー
ト
ル
近
く
ｔ
つ

も
る
と
家
屋
が
危
険
に
な
＆
こ

と
が
多
い
か
ら
雪
を
お
ろ
し
ま

し
よ
う
。

⑧
　
雪
が
屋
根
の
片
側
に
だ
け
あ

る
と
家
が
倒
れ
や
す
く
大
変
危

険
で
す
。

③
　
雪
お
ろ
し
は
屋
根
の
片
面
に

片
寄
ら
な
い
よ
う
両
方
均
等
に

お
ろ
し
て
下
さ
い
。

④
　
傾
斜
し
た
り
老
朽
し
た
家
は

突
張
り
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し

（
写
真
は
新
議
事
堂
で
提
案
説

明
を
す
る
市
長
）

岡
山
国
体
を
ふ
り
か
え
り

山
口
国
体
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

国
体
事
務
局
に
聞
く

昭
和
3
8年
を
迎
え
た
ら
、
山
口

国
体
の
話
題
が
も
ち
あ
が
り
市
内

で
は
も
ち
ろ
ん
、
山
口
県
内
で
は

こ
の
大
事
業
の
引
受
け
に
懸
命
で

あ
り
ま
す
。
話
は
、
少
し
古
く
な

り
ま
す
が
、
昨
年
1
0月
岡
山
県
で

開
催
さ
れ
た
1
7回
岡
山
国
体
を
視

察
し
て
、
長
門
市
（
相
撲
）
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
以
下

視
察
員
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

（
問
）
　
岡
山
国
体
全
体
で
感
じ

た
点

（
答
）

岡
山
国
体
全
体
を
通
じ

て
感
じ
た
こ
と
は
、
大
変
す
ば

ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
。

さ
す
が
に
５
年
前
か
ら
企
画
さ

れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

面
に
小
さ
い
と
こ
ろ
ま
で
計
画

さ
れ
、
そ
れ
が
、
す
べ
て
成
功

し
て
い
た
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動

も
全
県
内
を
通
じ
て
よ
く
で
き

、
こ
と
に
津
山
市
あ
た
り
は
花

の
色
彩
別
で
競
技
種
目
が
、
は

つ
き
り
わ
か
る
よ
う
し
て
あ
っ

た
。

（
問
）
　
主
会
場
の
開
会
式
で
感

じ
た
点

（
答
）
　
主
会
場
は
岡
山
県
が
永

い
年
月
を
か
け
て
っ
く
っ
た
だ

け
あ
っ
て
、
メ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

（
競
技
場
）
、
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド

（
練
習
場
）
、
水
泳
プ
ー
ル
、

飛
び
込
み
台
な
ど
総
合
的
に
配

置
さ
れ
て
い
た
。

メ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
観
衆
５

万
人
を
収
容
で
き
る
大
き
さ
で

あ
っ
て
午
前
７
時
半
関
門
、
午

前
1
1
時
に
閉
門
し
た
が
、
９
時

3
0分
頃
に
は
超
満
員
の
盛
況
で

あ
っ
た
。

1
2
時
開
会
で
選
手
の
入
場
服

装
は
派
手
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ー
タ
ー
を
着
た
も
の
が
多
く
、

そ
の
色
彩
が
多
種
多
様
で
、
き

れ
い
な
花
模
様
を
会
場
い
っ
ぱ

い
に
く
り
ひ
ろ
げ
た
よ
う
で
あ

っ
た
。

公
開
演
技
は
、
大
会
の
花
と

も
い
う
べ
き
一
大
シ
ョ
ー
を
見

る
よ
う
で
あ
り
、
小
、
中
、
高

校
生
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
婦
人
会

、
バ
ト
ン
ト
ワ
イ
ラ
ー
な
ど
服

装
の
色
彩
の
き
れ
い
な
点
一
糸

乱
れ
ぬ
演
技
ぷ
り
に
は
、
ま
っ

た
く
感
嘆
す
る
の
み
で
あ
づ
た

（
問
）

総
社
市
で
の
相
撲
会
場

の
施
設
と
こ
れ
に
と
も
な
う
附

近
の
環
境
、
長
門
市
と
の
比
較

）
（
答
）
　
総
社
市
の
会
場
は
、
総

社
高
等
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
内
に

土
俵
、
上
屋
、
ス
タ
ン
ド
な
ど

を
仮
設
し
た
も
の
で
、
日
本
一

と
称
せ
ら
れ
て
い
る
長
門
市
の

相
撲
場
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

が
、
選
手
控
室
、
役
員
便
所
な

ど
が
学
校
施
設
を
そ
の
ま
ま
利

用
で
き
る
点
は
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
市
内
は
比
較
的
清
潔

で
、
花
い
づ
ぱ
い
も
点
点
と
し

て
あ
り
、
駅
前
や
会
場
に
は
菊

花
展
示
場
が
設
け
て
あ
づ
た
の

は
感
じ
が
よ
か
っ
た
。

（
問
）
　
観
客
の
態
度
（
観
戦
）

（
答
）
　
総
社
市
民
の
相
撲
に
っ

い
て
の
関
心
が
低
い
た
め
か
、

第
一
日
目
で
も
一
般
観
衆
は
僅

か
に
五
百
人
程
度
で
、
あ
と
は

小
、
中
、
高
校
生
が
大
半
を
し

め
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
長
門

市
が
昨
年
８
月
に
行
っ
た
全
国

高
校
相
撲
大
会
の
方
が
、
は
る

か
に
多
か
っ
た
。
長
門
市
の
場

合
は
本
年
の
国
体
に
は
入
場
券

の
制
限
を
し
な
け
れ
ば
、
超
満

員
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

一
般
観
衆
の
観
戦
態
度
は
長

門
市
の
高
校
相
撲
大
会
の
方
が

ず
っ
と
よ
か
っ
た
。
た
だ
、
長

門
市
の
場
合
、
閉
会
式
が
終
了

す
る
ま
で
全
員
が
席
を
立
た
ず

選
手
を
柏
手
で
最
後
ま
で
送
っ

て
い
た
ら
満
点
で
あ
っ
た
。

（
問
）

選
手
の
強
化
に
つ
い
て

（
答
）

選
手
の
強
化
は
ぜ
ひ
必

要
で
あ
る
、
岡
山
国
体
で
は
、

地
元
岡
山
県
選
手
が
天
皇
杯
、

皇
后
杯
と
も
に
二
位
を
占
め
た

。
長
門
市
で
も
相
撲
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
昨
年
末
結
成
し
現

在
一
所
懸
命
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
青
年
男
子
、
女
子

の
漕
艇
を
は
じ
め
、
ラ
グ
ビ
ー

水
泳
、
重
量
揚
げ
、
庭
球
な
ど

に
力
を
入
れ
、
山
口
水
産
高
校

は
地
元
を
代
表
し
ぜ
ひ
と
も
活

躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
問
）
　
国
体
週
手
役
員
を
迎
え

て
の
地
元
の
受
人
れ
態
度

（
答
）

イ
、
宿
泊
施
設

秋
田
、
岡
山
両
県
と
も
民
家
泊

り
が
続
い
た
が
、
山
口
国
体
は

宿
泊
を
旅
館
だ
け
に
す
る
と
い

う
県
の
方
針
が
決
っ
て
い
る
の

で
、
市
も
こ
れ
に
従
う
こ
と
に

な
る
が
選
手
最
優
先
で
宿
舎
割

当
を
考
え
て
い
る
。
一
部
の
選

手
監
督
に
は
民
家
泊
り
を
歓
迎

す
る
む
き
も
あ
る
が
（
こ
れ
は

過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
し
て
）

こ
れ
ら
の
不
平
の
な
い
よ
う
選

手
の
歓
送
迎
に
ば
必
ず
笑
顔
で

接
し
た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

口
交
通
機
関

全
県
下
に
わ
た
る
輸
送
計
画
が

な
さ
れ
る
の
で
車
両
不
足
が
必

ず
生
じ
る
と
思
う
の
で
、
各
官

公
庁
の
出
先
機
関
あ
る
い
は
、

民
間
で
少
し
で
も
余
裕
の
っ
く

車
（
お
も
に
乗
用
車
）
が
あ
れ

ば
無
償
貸
与
に
ご
協
力
願
い
た

い
。ま

た
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
業

者
の
方
々
に
は
一
般
観
衆
の
入

場
、
退
場
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の

合
っ
た
配
車
計
画
を
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
。

（
商
店
街

遠
く
か
ら
の
選
手
団
が
開
催

地
に
来
て
ま
ず
、
国
体
盛
上
り

「
ム
ー
ド
」
を
感
じ
る
の
は
何

と
い
っ
て
も
商
店
街
の
き
れ
い

な
装
飾
で
あ
る
。
万
国
旗
を
掲

げ
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
で
き
れ
ば
ち
よ

う
ち
ん
を
軒
な
み
に
さ
げ
る
と

か
、
た
な
ば
た
燈
龍
の
よ
う
な

派
手
な
も
の
も
あ
っ
て
よ
い
よ

う
に
思
う
。

二
、
社
会
教
育
団
体

国
体
の
運
営
面
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
大
き

く
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
も
の
に

婦
人
会
、
Ｂ
Ｓ
、
Ｇ
Ｓ
、
青
年

団
０
活
躍
で
あ
り
ま
す
。
こ
と

に
婦
人
会
は
駅
頭
の
歓
送
迎
、

接
待
、
公
開
演
技
な
ど
連
日
奉

仕
さ
れ
そ
の
活
躍
は
本
当
に
頭

の
さ
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。
長

門
市
で
も
こ
の
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
と
思
っ
て
い

ホ
、
一
般
市
民

市
民
の
方
々
に
や
っ
て
し
ら

う
こ
と
は
健
民
運
動
の
実
践
と

い
う
一
言
に
っ
き
る
が
、
そ
の

中
で
も
『
親
切
運
動
』
『
花
い

っ
ぱ
い
運
動
』
は
特
に
力
を
入

れ
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
選

手
の
方
々
に
親
切
に
す
る
に
は

何
と
い
っ
て
も
市
民
の
み
な
さ

ん
が
国
体
に
っ
い
て
よ
ぐ
知
っ

て
お
く
こ
と
で
、
機
会
を
と
ら

え
て
国
体
に
つ
い
て
の
い
ろ
い

ろ
な
知
識
を
深
め
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
。

修
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

県
が
例
年
の
と
お
り
配
偶
者
の

な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し

更
に
そ
の
児
童
が
高
校
又
は
大
学

に
進
学
し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し

て
、
修
学
資
金
（
高
校
月
額
一
千

円
、
大
学
月
額
三
千
円
）
を
貸
し

ま
す
。
こ
の
資
金
の
借
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
二
月
十
五
日
迄
に
貸

付
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
（

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
、
社
会
係

又
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

税 額 比 較 表
現　行 （37年）

課税総所得　　 税率　　税額

5万円まで　　2, 0　　1, 000

5－8　　　3, 4　　2, 780

8―10　　　3, 8

10- 15　　　4, 4　　4, 980

15―20　　　5, 0　　7, 480

20―25　　　5, 6　　10, 280
25―30　　　6, 2　　13, 380

30―35　　　6, 9　　16, 830

35―40　　　7, 5　　20, 580
40―45　　　8, 1　　28, 980

45―50　　　8, 7

50－55　　　9, 3　　38, 430

55―65　　　9, 6　　48, 130

65―75　　　9, 8　　78, 030
75を越える10, 0

128, 030
178, 030

178, 030

改　正　 （38年 ）

課税総所得　　税率　　税額　 増△ 槭

5万円まで　2, 0　　1, 000　　　 －
5―10　　　3, 2　　2, 600　　△ 180

10―15　　　4, 0　　4, 600　　△ 380
15―20　　　4, 8　　7, 000　　△ 480
20―25　　　5, 4　　9, 700　　△ 580
25―30　　　6, 0　　12, 700　　△ 680
30―35　　　6, 6　　16, 000　　△ 830
35―40　　　7, 2　　19, 600　　△ 980
40―50　　　7, 8　　27, 400　△ 1, 580

50一60　　　8, 4　　35, 800　△ 2, 630
60―70　　9, 0　44, 800　 △ 3, 330
70―100　　9, 3　　72, 700　△ 5, 330

100―150　　9, 6　120, 700　 △ 7, 330
150―200　　9, 8　169, 700　△ 8, 330
200を越える10, 0　169, 700 △ 8, 330

（注） 現行の算出税額は比較をするために改正課税総所得の段階
別で算出してあります
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